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劇的な代表戦を制したのは

ＮＴＴ

今大会には４人の中央大学出身者に
明治大学卒の新人・山田選手を加えた布陣で臨んだＮＴＴ（本社）。
近年は惜しいところで優勝を逃し続けていただけに、
第56回大会（２０１３年）以来となる栄冠奪取に喜びの感情を爆発させた。

第
62
回

全
日
本
実
業
団

剣
道
大
会

令
和
元
年
９
月
21
日（
日
）

墨
田
区
総
合
体
育
館　

主
催=

全
日
本
実
業
団
剣
道
連
盟

取
材
・
文
＝
岡
井
博
史

撮
影
＝
窪
田
正
仁

　

つ
い
に
、
と
呼
ぶ
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

実
業
団
剣
道
界
で
は
強
豪
と
し
て
名
高
い
Ｎ

Ｔ
Ｔ（
本
社
）
が
、
３
７
７
の
チ
ー
ム
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
た
大
会
の
頂
点
に
立
っ
た
。

  

優
勝
が
決
ま
っ
た
瞬
間
、
戦
い
に
臨
ん
だ

選
手
た
ち
は
当
然
の
こ
と
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
、

Ｏ
Ｂ
ら
関
係
者
全
員
が
ワ
ッ
と
大
き
な
歓
声

を
挙
げ
た
。
性
別
、
年
齢
を
問
わ
ず
に
喜
び

涙
す
る
そ
の
一
体
感
こ
そ
が
、
同
社
が
築
き

上
げ
た
剣
道
部
の
伝
統
と
い
え
た
。

  

実
業
団
大
会
で
は
つ
ね
に
優
勝
候
補
と
し

て
そ
の
名
が
挙
が
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
だ
が
、
近
年
は

惜
し
い
と
こ
ろ
で
の
敗
退
が
続
い
て
い
た
。

  

毎
年
、
強
力
な
新
戦
力
の
加
入
が
あ
り
、

日
本
一
を
狙
う
意
識
も
高
い
。
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
前
回
優
勝（
２
０
１
３
年
）以
降
の
３

位
２
回
と
い
う
結
果
は
一
見
す
れ
ば
優
秀
な

戦
績
な
が
ら
も
見
方
を
変
え
れ
ば“
超
え
ら

れ
ぬ
ひ
と
つ
の
壁
”
と
も
映
る
。
決
勝
戦
一
歩

手
前
の
そ
の
壁
を
い
か
に
し
て
乗
り
越
え
る

（
本
社
）

ＮＴＴ（本社）

榎本雄斗（27歳）、山田将也（22歳）、渡部晃（28歳）、齊藤将吾（29歳）、
兵藤裕則（27歳）、斎藤康平（29歳）。� 監督＝谷裕二（51歳）

優勝
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▲優勝の立役者となったのは大将の兵藤選手。大将戦では１度敗れるも代表戦で
は快勝！　最優秀選手賞に輝いた

歓喜！

今大会には４人の中央大学出身者に
明治大学卒の新人・山田選手を加えた布陣で臨んだＮＴＴ（本社）。
近年は惜しいところで優勝を逃し続けていただけに、
第56回大会（２０１３年）以来となる栄冠奪取に喜びの感情を爆発させた。

か
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
抱
え
る
大
き
な
課
題
の
ひ
と

つ
だ
っ
た
だ
け
に
、
今
回
の
優
勝
に
は
ど
う

し
て
も「
つ
い
に
」の
印
象
を
抱
か
ず
に
は
い

ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

  

Ｎ
Ｔ
Ｔ（
本
社
）の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
過

去
に
こ
の
大
会
で
の
優
勝（
２
０
１
３
年
）を

経
験
し
て
い
る
の
は
最
年
長
の
齊
藤
１
人
。

そ
の
齊
藤
を
は
じ
め
と
し
て
、
渡
部
、
兵
藤
、

榎
本
の
４
人
が
強
豪
・
中
央
大
学
の
出
身
者

で
あ
り
、
全
員
年
齢
も
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

選
手
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は

他
の
チ
ー
ム
よ
り
も
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー

ジ
が
あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。

  

そ
の
４
人
に
加
わ
る
新
戦
力
と
し
て
抜
擢

さ
れ
た
の
が
育
英（
兵
庫
）→
明
治
大
学
を
経
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て
入
社
し
た
山
田
。
今
回
は
こ
の
山
田
を
次

鋒
に
起
用
し
、
先
鋒
に
は
榎
本
、
中
堅
に
は

渡
部
、
副
将
に
齊
藤
、
大
将
に
兵
藤
と
い
う

オ
ー
ダ
ー
は
今
年
６
月
の
関
東
大
会
か
ら
試

さ
れ
た
布
陣
で
あ
る
。

  

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
谷
裕
二
監
督
は
今
期
の
チ
ー
ム
の

特
色
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
勝
負
を
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
チ
ー
ム

で
す
。
齊
藤
キ
ャ
プ
テ
ン
を
中
心
に
、
一
本

に
対
す
る
執
念
を
も
っ
た
稽
古
に
取
り
組
ん

で
き
た
だ
け
あ
っ
て
、
そ
の
成
果
が
出
た
と

思
い
ま
す
。
昨
年
ま
で
は
大
将
に
は
キ
ャ
プ

テ
ン
の
齊
藤
で
あ
っ
た
り
、
竹
越（
充
）
で

あ
っ
た
り
を
起
用
し
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら

は
兵
藤
に
任
せ
ま
し
た
。
彼
の
い
い
部
分
は

動
じ
な
い
と
こ
ろ
。
自
分
の
剣
道
を
変
え
ず

に
戦
え
る
と
こ
ろ
が
特
長
で
す
」

  

谷
監
督
の
評
価
に
も
あ
る
よ
う
に
、
大
将

に
抜
擢
さ
れ
た
兵
藤
は
今
大
会
で
は
大
活
躍
。

も
と
も
と
、
小
柄
な
体
格
を
不
利
と
も
感
じ

兵藤（ＮＴＴ・本社）コ─　
足達（パナソニック・ＬＳ本社）

順チーム 先 次 中 副 大 得点 代

ＮＴＴ
（本社）

榎
本

山
田

渡
部

齊
藤

兵
藤

1
兵
藤

　　 　　 め　 1  コ

パナソニック
（ＬＳ本社）

　　 　　 ど　 1
棚
本

有
田

永
井

髙
足
達

1
足
達

▲大将戦では足達が初太刀の逆ドウを決めて勝利してい
る。代表戦でもその勢いを駆って攻める足達。メン、そ
してコテと惜しい技を繰り出したが、打突直後の足達の
わずかなスキを兵藤がコテにとらえた（写真）

代表決勝
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大会レポート 全日本実業団大会

さ
せ
な
い
パ
ワ
ー
と
ス
ピ
ー
ド
を
兼
ね
備
え

た
好
選
手
で
は
あ
っ
た
が
、
今
大
会
で
は
そ

こ
に
勝
負
強
さ
も
加
わ
っ
た
印
象
だ
。
緒
戦

と
な
る
２
回
戦
、
東
芝
テ
ッ
ク（
東
京
支
社
）

と
の
対
戦
で
は
い
き
な
り
の
代
表
戦
と
な
る

が
、
こ
こ
を
ク
リ
ア
す
る
と
そ
の
後
も
チ
ー

ム
の
大
将
と
し
て
の
役
割
を
ま
っ
と
う
し
た
。

  

も
っ
と
も
ピ
ン
チ
を
迎
え
た
の
は
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク（
Ｌ
Ｓ
本
社
）と
の
決
勝
戦
だ
が
、
自

身
が
敗
れ
た
大
将
戦
か
ら
の
代
表
戦
で
の
勝

利
は
ま
さ
に“
不
動
心
”の
賜
物
だ
。

　

優
勝
を
逃
し
た
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
だ
が
、
第

59
回
大
会（
２
０
１
６
年
）
で
門
真
チ
ー
ム

（
Ｂ
チ
ー
ム
）が
優
勝
し
て
以
降
、
第
60
回
大

会
で
本
社
チ
ー
ム
が
優
勝
、
門
真
チ
ー
ム
が

３
位
、
昨
年
の
第
61
回
大
会
で
は
本
社
チ
ー

ム
が
２
位
と
、
Ａ
、
Ｂ
チ
ー
ム
揃
っ
て
大
会

の
上
位
を
席
巻
し
続
け
て
い
る
。

　

昨
年
は
決
勝
で
敗
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り（
優
勝
は
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
・
本

社
）、
今
大
会
へ
の
気
合
は
充
分
、
決
勝
戦

も
代
表
戦
に
持
ち
込
む
ま
で
の
流
れ
は
完
璧

だ
っ
た
だ
け
に
、
試
合
後
の
選
手
た
ち
の
表

情
に
は
さ
す
が
に
悔
し
さ
が
に
じ
み
出
た
。

　

大
会
３
位
に
は
、前
回
優
勝
の
富
士
ゼ
ロ
ッ

ク
ス（
本
社
）
と
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
東
京（
本

社
）が
入
賞
。
連
覇
を
狙
っ
た
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク

ス
は
準
決
勝
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
戦
で
は
試
合
を
有
利

に
進
め
な
が
ら
も
悔
し
い
逆
転
負
け
。
と
は

い
え
、
こ
こ
で
称
え
る
べ
き
は
や
は
り
勝
っ

た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
。
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
を
相
手
に
、

先
鋒
、
次
鋒
の
２
連
敗
を
中
堅
戦
か
ら
挽
回

し
た
の
は
勝
利
へ
の
執
念
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

パナソニック（ＬＳ本社）

棚本廉（22歳）、有田圭助（30歳）、
永井雪新（24歳）、髙優司（29歳）、
足達翔太（29歳）、久林武蔵（29歳）。
監督＝中野寛之（39歳）

２位

昨
年
は
２
位
、今
大
会
の
結
果
を
含
め
れ
ば

４
年
連
続
で
決
勝
戦
に
進
出
し
て
い
る

大
阪
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
勢
。

優
勝
こ
そ
逃
し
は
し
た
が
層
の
厚
さ
は
実
業
団
剣
道
界
随
一
だ

◀決勝戦終了後、髙主将（写真左）と代表戦で戦っ
た足達選手はご覧の表情。大将戦での見事な勝利は
もちろんのこと、代表戦でも惜しい技が見られただ
けに足達選手にとっては悔しい敗北となった
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富士ゼロックス（本社）

米満広将（25歳）、梅ケ谷翔（24歳）、
岩川力（30歳）、上原祐二（38歳）、
北川清太（27歳）、東郷知大（27歳）。
監督＝野口淳司（44歳）

富士ゼロックス東京（本社）

坪井俊輔（24歳）、川井大誠（23歳）、
野村慶德（38歳）、丸家光太（30歳）、
新海幹之（34歳）。
監督＝加納功一（48歳）

3位 3位

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス（
株
）の
販
売
会
社
で
あ
り
、

剣
道
部
同
士
と
も
に
稽
古
に
励
む
な
ど
の
交
流
あ
り
。

こ
の
全
日
本
実
業
団
大
会
で
は

第
59
回
大
会（
２
０
１
６
年
）で
２
位
入
賞
を
果
た
し
て
お
り
、

今
大
会
は
同
門
決
勝
の
実
現
ま
で
あ
と
一
歩
だ
っ
た

連
覇
を
狙
っ
た
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
だ
が

Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
逆
転
負
け
。

高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
誇
る

梅
ケ
谷
選
手
を
擁
す
る
だ
け
に
、

今
後
も
つ
ね
に
優
勝
を
う
か
が
う
存
在
と
い
え
る

▲同点同本数で大将戦を迎えた。上段に構える
新海、足達ともに明治大学の出身だ。後輩であ
る足達がコテで先制すれば（写真）、新海も機会
をとらえた逆ドウで一本返す。最後は足達のコ
テで決着となったが、緊張感漂う好試合だった

順チーム 先 次 中 副 大 得点

パナソニック
（ＬＳ本社）

棚

本

有

田

永

井
髙

足

達
2

めコ ど　 こコ 5

富士ゼロックス東京
（本社）

めコ コ　 ド　 4
坪

井

川

井

野

村

丸

家

新

海
1

順チーム 先 次 中 副 大 得点

ＮＴＴ
（本社）

榎

本

山

田

渡

部

齊

藤

兵

藤
3

　　 　　 こ メ  こ  こ 4

富士ゼロックス
（本社）

ど　 こ　 メ　 　　 3
米

満

梅
ケ
谷

岩

川

上

原

北

川
2

兵藤（ＮTT・本社） こ─
 北川（富士ゼロックス・本社）

足達（パナソニック・ＬＳ本社）こコ─ド
 新海（富士ゼロックス東京・本社）

▲中堅渡部、副将齊藤の奮闘により同点同本数
に追いついたNTT。大将戦は桐蔭学園高校（神
奈川）出身者の顔合わせとなった。同期生の２
人の対戦は、鋭いコテを決めた兵藤の勝利（写
真）。富士ゼロックスの連覇はならなかった

大将 大将 準決勝準決勝
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富 士 ゼ ロック ス（本社）
N T T 西 日 本（大阪）
野 村 證 券（本社）
キ リ ン
パ ナ ソ ニ ッ ク（本社）
日 本 耐 酸 壜（本社）
四 国 電 力
東 洋 水 産（本社）
九 電 工（本社）
パナソニック（ＬＳ大阪）
日 通 商 事（ＬＳ）
A L S O K（愛媛）
東 京 日 野 自 動 車
Ｎ Ｔ Ｔ 東 日 本（千葉）
Ｊ Ｒ 東 海（本社）
三 井 住 友 海 上（神田）
九 州 電 力（本店）
サ ン ト リ ーHD（大阪）
三菱 U F J 銀行（本店）
N Ｉ Ｐ Ｐ Ｏ
西日本シティ銀行（本店）
川 崎 重 工（明石）
日 本 通 運（本社）
パナソニック（ＬＳ門真）
セントラル警備保障（本社）
ラ ン テ ッ ク（本社）
伊 藤 忠 商 事（東京）
三 菱 商 事（本店）
三 井 住 友 銀 行（中野）
アールエフテクニカ（本社）
三 井 住 友 海 上（新宿）
Ｎ Ｔ Ｔ（本社）

トールエクスプレスジャパン（本社）
三 井 住 友 信 託 銀 行
日 通 商 事（東京）
パナソニック（ＬＳ守口）
福 岡 ト ヨ ペ ッ ト
三 千 和 商 工
富士ゼロックス東京（本社）
Ｎ Ｔ Ｔ 東 日 本（東京）
Ｎ Ｔ Ｔ 西 日 本（本社）
Ｎ Ｅ Ｃ（本社）
大 光 銀 行
三 菱 地 所
三井住友海上（駿河台）
住 友 電 気 工 業（本社）
富 士 ゼ ロック ス（港）
東 京 海 上 日 動（本店）
トッパン・フォームズ（東京）
東 レ（滋賀）
大 同 特 殊 鋼（星崎）
ト ヨ タ 自 動 車 九 州
九 電 工（福岡）
Ｎ Ｔ Ｔ 東 日 本（本社）
日 通 商 事（本社）
伊 藤 忠 商 事（本社）
富 士 ゼ ロック ス（大阪）
北 海 道 電 力
日 本 通 運（ 首 都 圏 ）
ふ く お か Ｆ Ｇ
グ ロ ー リ ー（本社）
Ｊ Ｒ 東 海（ 名 古 屋 ）
ラ ン テ ッ ク（福岡）
パナソニック（ＬＳ本社）

◀九州地区の強豪・九電工が富士ゼロックス
に肉薄。大将戦まで一本も発生せぬまま、代
表戦へ。代表戦は３分にさしかかろうかとい
うタイミングで北川のコテが決まった（写真）

▲先鋒宇野が速攻の二本勝ちを遂げたトールエクス
プレスジャパン。苦しい立ち上がりとなった富士ゼ
ロックス東京だが、中堅のベテラン野村のメン（写
真）から流れが変わり、副将で逆転した

▲試合時間後半、長尾の出てくるところを
うまく見切った榎本がメンに合わせて一本
先取（写真左が榎本）。先鋒の勝利で勢いづ
いたＮＴＴは相手に勝ち星を与えず完封

▼
今
年
の
関
東
大
会
を
制
し
て
い
る
日
通
商
事
と
東
レ
の
試
合
は
代
表
戦
に

も
つ
れ
た
。
東
レ
の
三
雲
は
全
日
本
選
手
権
大
会
出
場
を
決
め
て
い
る
強
豪

だ
が
、長
期
戦
の
末
に
上
段
・
山
内
の
片
手
メ
ン
が
決
ま
っ
た（
写
真
は
攻
防
）

▲まったくの五分で迎えた大将戦は上段の
新海が初太刀で放った逆ドウがいきなりの
一本となる（写真）。優位に立った新海はそ
の後、片手ゴテも追加した
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北川（富士ゼロックス・本社）
コ─　村岡（九電工・本社）

新海（富士ゼロックス東京・本社）
どコ─　細貝（東京海上日動・本店）

野村（富士ゼロックス東京・本社）め─　
對馬（トールエクスプレスジャパン・本社）

山
内（
日
通
商
事
・
本
社
）メ
─
　
三
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東
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・
滋
賀
）

代表 

大将

中堅

先鋒

代
表

準々決勝

準々決勝

６回戦

６回戦

６
回
戦

榎本（ＮＴＴ・本社）め─　
長尾（セントラル警備保障・本社）
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